
回 実施日 時間 形式 授業のねらい 授業内容 生徒の学習活動 指導上のポイント 生徒の反応 教員のコメント

1 4月19日 50分 授業 宇宙に対して
興味を持たせ
ながら、基本
的な知識も習
得する。

宇宙を知ろう～その１～
ブラックホールの特徴、古代人の宇宙観、宇宙の
始まり等を、浅くではあるが生徒が少しでも興味を
持てるように説明する。

＊担当教員による授業

説明を聴き、質疑
応答をしながら理
解を深めていく。

宇宙に対して少し
でもいいから興味
を持つよう努め
る。

参加している生
徒の人数が多
いため、反応は
様々だった。
「信じられない」
と関心している
生徒もいれば、
全く興味を示さ
ない生徒もい
た。全体的には
「新しいことを知
ることができて
よかった」という
前向きな反応
だった。

生徒全員に宇
宙に対して興味
を持たせること
は、極めて難し
い、と言うより
不可能であると
痛感した。教師
が持つ特有の
話術が大切だと
感じた。

2 4月26日 50分 授業 宇宙に対して
興味を持たせ
ながら、基本
的な知識も習
得する。

宇宙を知ろう～その２～
「地球以外の惑星に生命は存在するか」また「人
間のような知恵を持った生物は存在するか」など
考えさせる。

＊担当教員による授業

用意されている質
問に対して回答す
る。質問の内容
は、おもに地球誕
生について。

「生命」という遠大
で崇高であること
に対して真剣に考
え、いろいろな可
能性があることを
考えられるよう考
慮した。

地球が誕生して
から時間を要さ
ずに生命が発
生したことに、
多くの生徒が興
味を示した。ま
た、生命誕生か
ら今日までが時
間が長く感じた
ようだ。地球以
外の惑星に、バ
クテリアのよう
な生命が存在
するかもしれな
い、と感じた生
徒が多かったよ
うだ。

この講座を機会
に、自分たちが
生きていること
の神秘さや意
味を考えさせよ
う、と最大限努
力した。「ドレイ
クの方程式」も
紹介した。

3 5月10日 50分 講義 講義を聴き、
今まで学習し
て得た知識に
加えて、更に
専門的で正し
い知識を学
ぶ。

宇宙を知ろう～その３～
講義「宇宙開発」
講師：渡辺勝巳（ＪＡＸＡ）
支援：浅野眞（JAXA）

パワーポイントで
作成した資料を基
に、講義を聴き、
宇宙開発にはじま
り宇宙全般に関す
る知識を深める。

機材（パワーポイ
ント）を用いて行う
授業に対して、興
味を持たせる。専
門家の講義や指
導により、学ぶこと
に対してモチベー
ションを持たせる。

彩り豊かな教材
と分かりやすい
解説に、生徒が
興味を示してい
た。

【生徒の反応】
にも書いたが、
生徒たちが宇
宙に対して更に
興味を持てたよ
うだ。また、宇
宙開発におけ
る技術のすごさ
を、生徒だけで
なく私たち教師
も再認識するこ
とができた。た
だ、機材に不備
がありパワーポ
イントを使用で
きなかったた
め、講師の方々
にご迷惑をおか
けしたことを、
申し訳なく思い
ました。

4 5月24日 50分 講義 機材不備のた
め前回の授業
で聴けなかっ
た講義を、改
めて聴く。

宇宙を知ろう～その４～
講義「宇宙開発」（５月１０日）の補足説明
講師：渡辺勝巳（JAXA）

パワーポイントで
作成した資料を基
に、講義を聴き、
宇宙開発にはじま
り宇宙全般に関す
る知識を深める

機材（パワーポイ
ント）を用いて行う
授業に対して、興
味を持たせる。専
門家の講義や指
導により、学ぶこと
に対してモチベー
ションを持たせる。

彩り豊かな教材
と分かりやすい
解説に、生徒が
興味を示してい
た。

今回は機材の
不備を解消でき
たため、講師の
方々へご迷惑
をおかけするこ
とがなくよかっ
たと思いまし
た。視覚的に学
習することが可
能なことは、良
いことだと思っ
た。これは英語
や他の教科で
も活用するべき
だと感じた。

「宇宙の神秘」について学ぶ。

⑥神奈川県立瀬谷高等学校

宇宙の神秘

・□必修教科・□選択教科・□合科学習・■総合学習・□その他（　　　　　）／・□SPP・□SSH

・□小学校・□中学校・■高校・□その他（　　　　）　１　年・□教育委員会（教員）
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5 5月31日 50分 授業 今までとは趣
向を変えて、
昔のテレビ番
組を見て“不
思議さ”を感
じ、興味を喚
起させる。

昔のテレビ番組「トワイライトゾーン」（ビデオ）か
ら、宇宙を見よう
「時間」と「不思議なヒューマノイド」をテーマにした
短編ビデオ（1話＝20分）×2を上映した。

＊担当教員による授業

ビデオ鑑賞をし、
感想文を書く。数
人の生徒に感想
文を発表させる。

昔のアメリカのテ
レビ番組に親しま
せ、なぜ“不思議”
と感じるかを考え
させ、文章にして
表現させる。

タイムスリップ
するところを見
て、「時間」より
も「若い心を
持った人がかつ
ての若い肉体
にもどれる」と
いうさわやかな
点に心惹かれ
たようだ。

“タイムスリッ
プ”よりも
“Young　Mind”
を持つことが生
活するうえで大
切だ、という点
に関心したよう
だ。それはそれ
で良い機会で
あったと思う。

6 6月21日 50分 授業 研究発表の
テーマについ
て、グループ
ごとに話し合
いを活発的に
行わせる。

研究発表テーマを深めよう～その１～
書籍を活用しながらグループごとに調べ学習を行
う。

＊担当教員による授業

書籍を活用しなが
ら調べ学習を行
う。

生徒たちが活発に
意見交換できるよ
うにアドバイスを
する。

普段、意見交換
する機会が少
ないうえに、初
めての調べ学
習のため、多少
戸惑っているよ
うだった。

グループで学
習する方法は
初めてだった
が、今後機会が
あれば積極的
に行っていきた
いと思った。

7 6月28日 50分 授業 前回に引き続
き、グループ
に分かれて話
し合いを行う。
また、自発的
に意見交換す
るよう指導す
る。

研究発表テーマを深めよう～その２～
前回に引き続き調べ学習を行う。また、グループ
で話し合うことが大切なプロセスであることも指導
する。

＊担当教員による授業

書籍を活用しなが
ら調べ学習を行
う。

調べ学習ではイン
ターネットを使用
すること勧める。
また、夏休み中も
メンバー同士で研
究するよう指示す
る。

前回よりグルー
プ内での意見
交換がスムー
ズに行われ、楽
しんでいた。質
問も少しずつで
はあるが増えて
きた。

書物を見ながら
意見交換するこ
とが、十分では
なかった。夏休
みを利用し、グ
ループごとに研
究することの大
切さを認識させ
ることが、重要
であった。

8 9月6日 50分 授業 前回に引き続
きグループに
分かれて研
究・話し合いを
行う。
１回目の発表
が近づいてい
るため緊張感
を持つよう意
識させる。

研究発表テーマを深めよう～その３～
前回に引き続き調べ学習を行う。また、グループ
で話し合うことが大切なプロセスであることも指導
する。

＊担当教員による授業

書籍やインター
ネットを活用しな
がら、調べ学習を
行う。

調べ学習ではイン
ターネットを使用
すること勧める。
また、夏休み中も
メンバー同士で研
究するよう指示す
る。

どのグループも
作業が最終段
階になり、活気
が出てきた。

研究の進み具
合が心もとない
グループがあ
り、多少不安を
残した。

9 9月13日 50分 発表 ３ヶ月以上に
渡り行ってき
た、研究と学
習の成果を、
他の生徒達が
理解できるよ
う（大きな声を
出す等）発表
させる。また、
活発的に質問
するよう意識
させる。JAXA
職員の助言に
よる学習も行
う。

さぁ、研究発表だ～その１～
テーマ「宇宙に生命は存在するか」
　　　　「宇宙兵器」
講評：渡辺勝巳（JAXA）

発表を聴き、質問
をする。

発表は、分かりや
すく、大きな声で
元気よく行うよう指
導する。聴いてい
る生徒たちが積極
的に質問するよう
気を配る。JAXA
職員のアドバイス
がよい刺激になる
ことを期待する。

発表者の声が
小さい時、聴い
ている生徒たち
の集中力が欠
けることがあっ
たこと、質問が
少なかったこと
はは残念だっ
た。ただ、講評
は興味深く聴い
ていた。

聴いている生徒
から質問が積
極的に出なかっ
たことは、今後
の課題である。
講評は、生徒だ
けでなく教師に
とっても分かり
やすく、興味深
いものであっ
た。

10 9月27日 50分 発表 前回と同様、
生徒達が研究
発表する。ま
た、発表を聞
いてる生徒か
ら活発的に質
問するよう指
導する。

さぁ、研究発表だ～その２～
テーマ「ブラックホール」各２班
講評：渡辺勝巳（JAXA）

発表を聴き、質問
をする。

発表は、分かりや
すく大きな声で元
気よく行うよう指導
する。聴いている
生徒たちが積極的
に質問するよう気
を配る。

発表者の声が
小さい時、聴い
ている生徒たち
の集中力が欠
けることがあっ
たこと、質問が
少なかったこと
はは残念だっ
た。

聴いている生徒
から質問が積
極的に出なかっ
たことは、今後
の課題である。
講評は、生徒だ
けでなく教師に
とっても分かり
やすく、興味深
いものであっ
た。

11 10月4日 50分 発表 前回と同様、
生徒達が研究
発表する。ま
た、発表を聞
いてる生徒か
ら活発的に質
問するよう指
導する。

さぁ、研究発表だ～その３～
テーマ「ロケットの歴史」各２班
講評：渡辺勝巳（JAXA）

発表を聴き、質問
をする。

発表は、分かりや
すく大きな声で元
気よく行うよう指導
する。聴いている
生徒たちが積極的
に質問するよう気
を配る。

前回と同様、発
表者の話し方
が、盛り上がり
に欠けていたよ
うに思う。

前回と同様、生
徒からの質問
は少なかった。
事前に質問者
を決めておく、
ぐらいの取り組
みが必要だった
かもしれない。
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12 10月11日 50分 発表 前回と同様、
生徒達が研究
発表する。今
回が最後なの
で、すばらしい
研究発表にな
るよう指導した
い。

さぁ、研究発表だ～その４～
テーマ「宇宙の始まり」
　　　　「宇宙の未来」
講評：渡辺勝巳（JAXA）

発表を聴き、質問
をする。

発表は、分かりや
すく大きな声で元
気よく行うよう指導
する。聴いている
生徒たちが積極的
に質問するよう気
を配る。

前回と同様、発
表者の話し方
が、盛り上がり
に欠けていたよ
うに思う。

全グループの
発表を終えた
が、全体的にメ
リハリと元気さ
が欠けていた。
しかし、しっかり
調べていたよう
に思われる。ま
た、4回に渡っ
ていただいた講
評は、役に立
ち、興味深く、と
てもありがたい
ものだった。ま
た、お世話にな
ることができれ
ばと思った。

13 10月13日 120分 見学 実地見学に行くぞ！
宇宙科学研究本部を見学する。

支援：横内美朝（JAXA）


